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(過去5千年)の海面変化を示す.

釧路湿原は太平洋に面した臨海湿原である.第3図は

釧路湿原の鶴居で採取した堆積物のケイ藻分析の結果で

ある.ケイ藻を海水産,汽水産および淡水産の3つに類

別し,出現頻度をパｰセントで示した.第3図から明ら

かなように,4200～3700年以前(yBP)にかけて海面低

下がおき,それ以降3700～2900yBPと2900～1900yBP

の2つの時期で海面カミ上昇Lた.今後の問題として,こ

の時期の気候変化を明らかにすることである.ここでは

ケイ藻分株という生物学的手法を用いたが,イオウ含量

を使う化学的手法も有用であることがわかってきた.
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･中国の資源情報…･

中垣,東海で2宿泊･ガス田を把握

<中国地質鉱産報>1990.11.16から

上海海洋地質調査局は“第六次5ケ年計画"の期問に

東海(東中国海,東支那海)で初めて石油･ガス田を発見

したのに続いて,また新たに一つの石油･ガス田と三つ

の石油･天然ガス胚胎構造を発見L,差し当たって開発

に供し得る石油･天然ガスの探査鉱量の調査報告を提出

した.

同局は1974年に開始した調査および探鉱を基礎に,

“第七次5ケ年計画"の期問にその結果を東海の陸棚堆

積盆地の重点探鉱課題と結びつけて研究を進め,石油･

天然ガス地質条件の知識と資源評価の上で重要た進展が

見られた.現在すでに同堆積盆地内に多くのタイプの母

油岩と母ガス岩が存在し,そのうち西湖堆積凹地と欧江

堆積凹地に多数の石油･天然ガス発生の中心があること

が実証され,この発見にもとづいて大型･中型石油･ガ

ス田の石油と天然ガスの集積区もしくは集積帯が確定さ

れ,“第八次5ケ年計画"の期問に東海において大型石

油･ガス田を探査するための貴重た科学的根拠が得られ

た.

1991年9月号

東海における石油･天然ガスの探査を科学技術的た研

究と結びつけて実施した結果は当該探査の成功率を大き

く向上させ,探査の各段階を踏む周期の短縮をもたらし

た.“第七次5ケ年計画"の期問に同局が重点探査区域内

で施工した14弁の試錐探査井のうち5弁が高産油層もし

くは高産ガス層に,1弁が可採産油･ガス層に逢着し,

残りの数井がそれぞれ油徴か天然ガス徴を得た.このう

ちの“平湖4号井"は現在のところ,中国の海底油井･

ガス井の中で正式測定産出量がもっとも多い試錐井であ

る(産油量1,892m3/d,産ガス量148万mヨ).それと同時に,･

“第六次5ケ年計画"の期間に引続く探査の中で東海最

初の石油･ガス田,すたわち平湖石油･ガス田が発見･

確定され,さらに1石油･ガス層胚胎構造が発見された

のにまた続いて,新たに一つの石油･ガス田と三つの石

油･天然ガス胚胎構造が発見されたわけである.

全国鉱量委員会は東海初の開発に供L得る石油･ガス

探査鉱量をすでに審査･承認した.技術的･経済的評価

の結果によると,平湖石油･ガス田は鉱量と生産性カミい

ずれも早期開発の要求を満たすことのできる中型石油･

ガス田である.

(岸本文男訳)�


